丸の 感激、 思わず 目頭が あつくな り …… 」 

戦争と い う 言論 ダ ン アツの せいで 文章が へタ になつ 

たという の は ゥソの 骨頂で、 言論 自由、 もっとも 文才 

華やかな るべき 当節に 於て、 右の 二つ、 変る ところな 

し。 

文章 は 綴り方 だけで はない。 作者の 思想が 品格 を 決 

定 する。 右の 二つの 文章から、 作者の 思想 を さがせ。 

(試験問題) 

だから、 新聞と いう もの は、 事実の 正確な 報道 だけ 

をムネ として、 記者 の 感情 や 批判 を ミジ ンも 出さない 

ように すれば、 私の ような 三文文士に ケチ をつ けられ 



連日に わたって フ ロシキ 包み を 持ち だして、 ミ— 

ちゃん ハ— ちゃんと 同じ こと を やって いながら、 家出 

という 一事の みに、 代議士な みの 効果 を 利用し、 午前 

五 時、 ヘッド. ライト、 墓前、 線香、 この ィャミ は、 

人間が その 一 途の 恋に 於て 当然そう あるべき 素直 さ を 

汚す こと 万々 である。 

この 茶番 を マ トモに とりあげて 疑う こと を 知らない 

大 新聞の 推理 力の 不足 さは 決定的で、 拙者の 探偵小説 

でも 読んで、 大いに 勉強す る ことで ある。 

御 両氏が 政治的に 失脚す る こと を 怖れての 努力 は 当 

然 であるが、 その 方法に 於て、 理性の 低 さとい うこと 



は、 ここで も 見逃せない。 恋愛と いう もの は、 恋愛に 

一途で ありさえ すれば、 他の いかなる カラク リ にも 勝 

る こと 万々 で、 必ず 人 をう つ 性質の ものである。 恋愛 

に 一途であって、 世の 悪評 を しりぞける ことが 出来な 

かった タメ シ はない。 すてられた 女房 や 亭主に 対する 

同情よりも、 一途の 恋人の 方が 必ず 世評に 於ても 勝つ 

ので ある。 

多少の 道学者 はす てられた 女房 や 亭主に 同情す るが、 

ミ— ちゃん ハ ー ちゃん は 常に 恋人の 味方で あり、 それ 

が ほ、 V 全般的な 大衆の 気分で も ある こと、 古今東西、 

殆ど 変り はない。 



ひきずられて 結婚す るの は、 女に 独立の 生活が 出来な 

いからで、 男と 結婚し なければ 生きられず、 又、 私 生 

児 を 抱えて は 他の 男と 結婚す る チャンス もない。 そう 

いう 場合の 悲劇 だ。 

天 光 光 氏の 場合に は、 あてはまらない。 もし 私生児 

を 抱えて 結婚し ない ことが 不都合で あると すれば、 政 

治 的な 意味に 於て で、 選挙 対策と して 不都合 だとい う 

に 尽きる であろう。 

生活の 手段と しての 結婚 は ほ- V 絶対的な ものである 

が、 選挙 対策と してなら ば、 結婚 は 必ずしも 絶対的の 

もので はない。 



人の 自由 人が 結婚 生活 を 持続す る y 」 とが 出来な いか、 

どうか。 

ポクら 文士の 場合、 文士と いう もの は、 徒党 的に 一 

括す る ことので きない もの だ。 一 人 一 人 立場が 違う。 

しかし、 結婚 生活 は 不可能で はない。 

文士 二人 結婚して、 作風 を 似せ 合う という こと もな 

ヽ o 

レ 

結婚 はとに かくと して、 恋愛に ついて 云えば、 尚更 

のこと、 ショパン はジョ ルジュ • サンドに 惚れた が、 

この 二人 は 凡そ 思想 的に 通じた ところ はない。 しかし、 

思想の 異質の 人間が、 惹 かれ 合い、 恋し 合う こと は不 



かする 世界で、 つまり 二人 だけで 独特の 世界 を 生ずる 

もの、 決して 公式に よって 割り だす ことができない。 

だいたい 男女 関係が 公式で 算定で きるなら、 万事 占師 

に まかせて よろしく、 小説家な ど 存在す る 必要 はない 

ので ある。 

立場 も 思想 も 育 つ た 環境 も 違う 一 一 人が 結婚す る - J と 

はザラ にある こと だが、 恋愛と か 結婚 は 先入主 を 持つ 

必要 はない ので ある。 二人の 愛情が 結婚まで 延長せ ざ 

る を 得ない 思慕に よってつ ながる 故に、 結婚 するとい 

うのが、 結婚の 第 一 義だ。 

私に 一番 不可解な の は、 政党の 違う 男女が 結婚で き 



しかし 問題 は、 いつでも サリゲ なく 家出で きる 害の 

三十 女 を 朝の 五 時 ごろ 家出 させ、 墓地へ 運んだり、 こ 

れを 新聞記者に 追跡 させたり、 いろいろと カラク リし 

ている こと だ。 以上の 点 を 考えれば、 氏に 於け る 愛情 

の 熱度 はこれ によって 量りが たいが、 氏が 結婚 を 政治 

的に 利用し ている こと は 確実 だ。 ザ J れが 前途 多難 を 暗 

示す る その 一 一 である。 

両々 これ だけの ュ トリが あれば、 まだ 救われて いる。 

しかるに 一方の 天 光 光 氏 は、 因果 モノ 的に ヒ タム キで、 

園 田 氏の ュ トリ や 策略と ッリ アイが とれて いないので 

ある。 
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